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In vitro試験ではマウス骨髄由来細胞株（Immortomouse/Dmp1-GFP-SW3; IDG-SW3）を OCP顆粒または HL顆





た。Real-time PCRでの PDPN発現ピークは OCPが HLよりも早期であり、OCPの加水分解で上昇する無機リン
酸イオン濃度が最適となる時期に一致してピークを迎えた。TEM像では幼若骨細胞と成熟骨細胞では細胞内小
器官の存在の有無に大きな違いがあり、幼若骨細胞では細胞内小器官が豊富だが、成熟するにつれて細胞内小
器官は消失し骨細胞は扁平化した。また、OCPが溶解した部位に存在する骨細胞が見られ、骨細胞が OCPに対
して高い親和性を示していると考えた。 
以上からOCPは骨細胞分化初期過程〜中期過程へ影響を与え、分化を促進していることが推察された。 
 
